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爆>等の新 しい里語が多数掲載 さILてい バ 二_LI;綴
い ること;従来の緬英･辞許にはみ られない意 味C/)刺
規説明があ ること等,利 珊 Iu謙j:はきわめて高いC一方,
文例がほとん どみ られない ;杏里語 に発音 表 記がな
い ;文字の配列順序が従来の辞差(例えば ジャ ドソ
ン) とは異な ってい るばか りか,W.S.Cornyn&
J.K.Musgrave,BurmeseGlossar3,.NewYorkl.
1958.に も従 ってお らず,独特C/j配列 形式,yi:_L:,て
い るため,従来の辞書 を使い慣れた人 .': 悠か J':1て
不便であ る等の難点があ る｡
編 者は,現在 Burma HistoricalCommission
究中のE酔史学 音であるO 発表 した研究論文 も少fi:く
な く, 特 に B.B.H.C.に掲 械さ/iLた論文 "The
Chineselnscription atPagan"(vol.Ino.ii,
1960.pp.153-157)は,サ ラブ- (此)門で発見さ





1962年の革 命政椎成｣立後, ビルマでは次 々 と折 し






ところで, ここで とりあげたバ- ン博上編 しっ某緬
辞典 は,1951年の第1部か らは じま って1966年 .'=弟
10邦が完成 した雪組､らもわか るように,実に息U)良
い労作であ る｡ もちろん編者 は多数の人,特 に ラン
グ- ン大学の UWun,女 婿の U TinThein等L/〕




1957.を凌駕す るもojとい -1て も過言 ではない 上ノ山
われ る｡ ただ難点をいえば, 発 旨符号が全 く附せ ら
-〟-213
紹 イ｢
:していfJい 車で,在来レ)英緬 辞典 に残 されていた理
題の--つが木だ解決 されていな い 点 にあ るO対 象言




と,例文 もふ/Lだんに 上り入れ られてお り,莱"-,lz,Jを
学ぶ ビルマ人 1.P=とって,存益 なガイ ドの役目を果た
昌r_lF(左 辞典 レ〕 一つだ といえようC
編 者 レ〕バ- ン博士 は.邦二次世罪大戦中, =′恒 )
車放下 ･:二おいて, ビルマ学 IFl;院 レ⊃辞 告編 纂邦J)スタ
ッフをつ とめた経 験/jrもつ人物であ ご,O
ビルマにおける辞典編纂U)現状,Jrうかがい加ご‖lJ




227p.(ボ ウ ･クー ヤ :ーFf三 十志上レ)凱IJ,'Ji.=)
第2次世界大戦の勃 発に伴-て, 反英独正,jr主張
i-i,3ドTlj･バマ-了 シーア 二lT')ン (別 名タキ ン先)
は冒 憲の抑圧によ 一､て地下沃動を余 儀な くされたが,
定差 記長の タキ ン･アウ ンサ ン (逮捕状が汗.ていた)
悠 減路車間へ脱出 日本軍憲兵裾=少佐の T-tjrで東
京に向か -､たO い --､たんこ､＼そかにビルマに帰 ったア
･17ンサ ンは,ll志を基ご〕｢南機関｣の下でJEl雄 二教練
を三 .'ナビルマ独 立吊を結成,日本軍の ビルマ耽 撃 と
同町1'=, タイか らビルマ-凱 I]J't;した ことは, 十Hで
はLIJ/,ま～‖二も有 名な席史的 事実である｡
人の志士｣辻, およびビルマ独｣用_乙に終 始 -二門援助
指導を与えた大本ノ昌健二属の ｢南機闇｣′等に 闇す る信
頼すべきrf料が,H本側の記録であ るこ上はい うま
で もないが,･Fか 17ビルマ側の記録 はさほど多 くは知
られていなか ったO
本吉は純粋の学術研究雷 ではないが, 元 ｢三t･人
の志土 ｣の 一人 ボ ウ ･クーヤーが,rl己の困 険を基
.'=値丁 ,7'C 梅南鳥 に 特設 された陸軍士官学校 での
ド :.卜人の志上IJ迅山猫 訓練 ぶ ～)か ら筆を説 き起 こ
L, バ ンコ/での ビルマ独 む∵車の編成, 3隊に分か
れての ビルマ進撃,そ してついに著者の郷 里ピンマ
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